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by applyingnumerical calculations. 
第1節 は じ め に  


















－77－   
生物資源経済研究   














第2新 本制度の仕組みと計圭的分析の前提  





③制度資産には1号資産（ダ∫）と2号資産（ダ曾）とがある。前者は，府・市町村・農   
協・生産者が一定の負担割合で業務対象期間前に造成しておく資産で，後者は，高収   
益積み立て方式によって業務対象期間中に積み立てられる資産である。また，資産の   
取り崩し方式は，1号資産（凡）と2号資産（」穐）との同時同率取り崩し方式が採用   
されている。なお，2号資産には積立限度額が設定されている。  
④最低基準額は設定されておらず，業務対象期間中の10a当たり実現粗収益額が保証基   
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た場合は，初年度あるいは2年度終了時点で業務を打ち切ることができる。  
（2）計量的分析の前提   
本稿における計量的方法の前提は，以下の2点にある。  
①貨幣価値変動による影響を除いた10a当り実現粗収益額をある確率分布に従う確率変   
数の実現値と仮定すること。  
②上記仮定のもとに本制度の仕組み（京都方式）を①の確率分布に従う確率変数の一種の   
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¢：本制度の仕組みを表現する関数   
そして，前節の前捷にしたがうと確率変数と仮定した凡の実現値の出現の仕方によ  
って，本制度の仕組の特性や経済効果を表現する指標アの倦も確率的に変動することに  
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（2）制度の基準値と指席   
次に，凡モデルと指標の関係から明らかなように，モンテカルロ法の援用を前提と  
すれば，特定の凡モデルに関する確率変数となる指標タの特性借行列ガ（タ）は，制度  
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（3）等効果関数   
本制度においては，その対象地域間で期待される効果が等しくなることが望ましい。  
これを計量的分析の課題に解釈し直すと，異なった凡モデル間で指標の特性値行列  






ー81－   




α＝¢（β）   







式の関係は特定水準値行列即㈹の1つの成分ごとにしか把握できない上に，シミュレ   
ーション実験からはこの関係を直接導出することができないのである。したがって，  
匝］［5］式は1つの成分ごとに次のような関係として具体的には与えられる。すなわち，  
∈劇（αilg（鋸トg＊脚（如＝Ol瓜t＝。。池き肋‘……………………… ［4］－  
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α豆＝再（A）l 。・＝。。那加f  
と具体的な定式化が可能となる。  
第4節 計量的分析の考え方  




















確率を考えてみよう。   
岬≦岬）＝仁志叩｛一撃｝血…………… ［11］  
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ただし，0≦α＜βとする。  
ここで，iog∬＝f，巨〝＝gとおいて順次変数変換すると，   



























－84－   
小田滋晃：野菜価格安定制度の計量的分析方法に関する理論的考察   
以外の積み立て額に依存した額の比率），修正粗収益変動指数（基準粗収益額を基準にし  






























とになり，対象地域ごとの凡モデルセ応じた基準値の設定が可能となる。   
しかし，この時，次の3点に留意する必要がある。第1に，このような方法によって  
基準値を設定したとしても，確率変数となる当該指標動の特性値成分の水準が凡モデ  
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操作対象基準値 αi以外の基準値の操作  
図1－1   
図1－2   
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第5節 計量的分析の方法  
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図2 本制度の仕組み  
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G＝α・r  ただし，α，β，γは基準粗収益額のに対する  
ガ＝β・r  比例操作係数で  
α：G水準   
β：茸水準   
γ：1号資産積み立て基準率  




囲で，αが［0．8～1．0］，βが［1．3～1．6］，γが［0．25～0・35］と定めておく。   
（2）モンテカルロ法とその評価  
1）指標の構成   
ここでは，具体的に，制度の仕組みの特性を表す指標として平均業務年数を，また制  
度の経済効果を表す指標として基準粗収益カバー率をそれぞれ考え，この2指標を前提  







主尺：・禁札〈月′ 電；j r  柘廟凧／仇  
私息（吊）＝  鳥＝  




仇   
銑：1号資産造成額に対する生産者外負担額（（1一餌）・釣）   
仙：1号資産造成額に対する生産者負担割合   
p豆：宜回目のシミュレーション実験において実現した凡活用率   
ヮ宜：宜回目のシミュレーション実験において実現した業務年数   
た：シミュレーション実験の繰り返し回数  
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となる。   
そこで，指標恥勤の特性億成分ゐ推定量風．g（p∫），あg（由を頼りに，ここで前提  
とした凡モデルと関数¢により繰り返し回数と各推定量の精度について考察しておこ  









量の分布を正規分布近似できることを利用し，計測結果から区間推定したものである。   
これらの表から解るように，シミュレーション実験の繰り返し回数を増加させると，  
計測対象となっている指標の特性値成分の推定値の99％信頼区間が狭くなり，その推定  
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風モデルの変動係数  ：0．2から0．7まで0．05刻みで11ケース  
保証基準額（功の比例操作係数（α）  ：0．8から1．0まで0．01刻みで21ケース  
高収益積み立て基準額（功の比例操作係数（β）：1．3，1．5，1．6の3ケース  










第6節ま と め   
本稿では，本制度の運用・改善を計数的根拠に基づいて行うための方法論に関して，  
理論的な定式化とその検討を行なった。そして，その定式化の下でのモンテカルロ法に  
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斤－モデルの変動係数   
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保証基準額（G）の水準  
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変動係数  
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注  
1）AICとは，異なるモデルを比較するための尤度にもとづく客観的な基準である。これは赤池   
弘次氏によって開発されたもので，赤池情報量基準（劇α伽坤γ邪f宜㈹α宜右打由彿）と呼ばれ   
ている。   
2）小田滋晃「野菜価格安定制度のシミュレーション分析一京都府「野菜経営安定資金制度」の   
事例分析を中心にして－」『農林業問題研究』第86号，1－9頁，1987年3月を参照。   
3）対数変換の経済学的な意味については，丸山義時「農業生産における対数正規分布理論の研   
究」『農業経済研究』第30巻，第4号を参照。   














年間）は業務が継続するものとして，その業務の継続年数をその間の業務回数で除した値を1回   
のシミュレーション実験での業務年数とした。   
7）ここでは，注5）の基準値に加えて，α：0．9，β：1．5，γ：0．3と固定して計測した。   
8）本稿におけるモデルの開発及びシミュレーション実験は，京都大学大型計算機センターのTSS  
下でFOm90及び数値計算ライブラリーSSLⅡを使用して行なった。  
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